
付替道路関連工事の状況 
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現在、思川開発建設所では、付替県道関連工事として、「２号トンネル工事（H28.10.1～H29.12.20）」、

「５号橋上部工工事（H28.10.5～H29.12.8）」、「粟沢
あわざわ

７工区その２工事（H28.10.29～H30.1.11）」の３工

事を、また、付替県道全線開通前の一時的な迂回路として「中村地区取付道路工事（H29.1.7～

H29.8.14）」を実施中です。このうち、「５号橋上部工工事」では橋桁（鋼製）の製作を完了し、橋

を架ける段階の工事を行っています。なお、「粟沢７工区その２工事」、「中村地区取付道路工事」

においては、道路新設のための掘削や盛土の作業をそれぞれ進めているところです。 

付替林道関連工事については、「和田６工区他工事（H29.3.8～H30.3.10）」、「笹之
さ さ の

越路
こ え じ

４工区他工

事（H29.3.8～H30.2.20）」、「西ノ
に し の

入
い り

１工区他工事（H29.3.14～H30.2.26）」の３工事に着手しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事を進めるに当たっては、環境保全対策をはじめ、工事車両の通行など安全対策にも万全を

期して参ります。引き続き、ご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施中の付替道路関連工事位置図（平成 29 年 5 月末時点） 
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アユ釣り解禁情報 今年もついに解禁です！  
 

思川開発事業と関わりのある黒川、思川、大芦川などで、今

年もアユ釣りのシーズンとなりました。 

 黒川漁業協同組合が管轄する黒川流域は６月１０日（土）に

解禁日を迎えました。１８万匹ものアユを放流したこともあり、

解禁初日から多くの太公望で賑わいました。 

 また、小倉川漁業協同組合管内（思川、大芦川、南摩川流域）

は６月１８日（日）に解禁となります。 

これからベストシーズンが続きます。おいしい清流アユを求

めて、皆様も釣りに出かけられてはいかがでしょうか。 

 

 
 
 
 
和名：アズマヒキガエル（ヒキガエル科） 

分布：本州北東部と北海道の一部に分布します。 

○栃木県：準絶滅危惧（Ｃランク） 

 アズマヒキガエルは、林、湿原、川・沢、水田、住宅地な

ど幅広く生息し、ミミズや小型の昆虫、小動物などを食べる

肉食性のカエルです。水田や池、湿地などで産卵し、春にな

ると多くのカエルが一所に集まり、激しい繁殖行動をするた

め、その鳴き声から「ガマ合戦」「カエル合戦」とも呼ばれ、

その際、雄が雌を絞め殺すこともあるそうです。 

栃木県内には広範に生息しています。近年、その生息数は

減少していますが、南摩ダムの環境保全地では多数のアズマ

ヒキガエルが確認されています。 

 （出典：栃木県版レッドリスト 2017 改訂版、2005 レッドデータブックとちぎ） 

 

 

 

 

上 南 摩 の 動 植 物 

「水の日・水の週間」ご存知ですか？ 

少し早いですが、8 月 1 日が水の日、8 月 1 日から 1 週間が「水の週間」です。 

気候変動やインフラ設備の老朽化など、様々な問題が私たちの水の使用に関して影響を

及ぼそうとしています。水は豊かな恵みをもたらす一方で、時に甚大な被害を及ぼす危険

性もあります。8 月は 1 年で水の使用量がもっとも増える月と言われています。 

また、この時期、水資源機構の管理するダム等では、普段は一般の方々が立ち入ること

が出来ないダムの内部などを案内する施設見学会なども開催しています。 

この機会に足を運んでいただき、「水」について考えてみるのもいかがでしょうか。 

ム の 豆 識

 

３ 知 ダ 

環境保全地周辺で確認された 

アズマヒキガエル 

太公望で賑わう黒川（平成橋周辺）の状況 



 
＜思わず行きたくなる思川＞を発見する「思川散策」。 

今回は古峰ヶ原高原をピックアップ！ 

 

神聖な空気に包まれながら…古峰ヶ原
こ ぶ が は ら

で目指せ健脚！ 

 清流に沿いながら古峰ヶ原街道を進み続ければ、出迎えるは迫力ある大鳥居。その奥の 古峯
ふるみね

神社
じんじゃ

は天狗の社とも呼ばれ、躍動感ある天狗の御朱印は参拝の証として人気を呼んでいます。境

内は年間を通じて美しい花が咲き誇り、更にその中の 古峯
こ ほ う

園
え ん

では心を洗われるほどの見事な庭園

を拝むことができます。 

 一帯は標高が高いうえに標高差も大きいですが、神仏と自然

が調和した荘厳なハイキングを楽しめそうです。 

 ここで行われる「古峯ヶ原高原トレイルラン」は、知る人ぞ

知る名コース。全長１７キロメートルと、山野を駆ける競技で

あるトレイルランニングの中では比較的短距離ですが、起伏に

富んだ道のりと紅葉の広がる雄大な景色は走り甲斐満点！今年

の１０月２８日（土）に開催される第６回大会は申込受付を開

始しているので、脚に自信のある方は是非参加してみてはいか

がでしょうか？ 

 

【出典】古峯神社ＨＰ http://www.furumine-jinjya.jp/ 

古峰ヶ原トレイルランＨＰ https://kobugaharatrail2017.jimdo.com/ 

 
 
 
 
 
 

 再発見！鹿沼の魅力（第４回） 

 アジサイが見頃を迎えます！『磯山
いそやま

神社
じんじゃ

あじさい祭り』 

例年６月下旬から７月上旬にかけ、磯山神社（鹿沼市磯町６６）参道・社殿の周囲に植栽

された２８種２５００株の青・白・紫のアジサイが見頃となり、杉の緑との素晴らしいコン

トラストを見ることができます。夕刻（午後６時頃から午後８時頃まで）には、ちょうちん

が燈され、薄灯りのなか、淡い光に映し出されるアジサイが幽

玄な雰囲気を醸し出します。 

期間中は、「茅
ち

の 輪
わ

」が設置され、これをくぐることで無病

息災が得られるとも言われています。 

 また、「磯山神社本殿」は栃木県の有形文化財に、「御神木
ご し ん ぼ く

」

と「夫婦杉
め お と す ぎ

」は鹿沼市の天然記念物に指定されています。 

祭りの期間：平成２９年６月１１日(日)から７月２日(日) 

【出典】鹿沼観光だより：http://www.kanuma-kanko.jp/ 
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その他の道中スポット 

▼金剛山
こんごうさん

瑞
ずい

峯寺
ほ う じ

：巨大な不動明王像は圧巻（57 号でも紹介）。 

▼深山
じんぜん

巴
ともえ

の 宿
しゅく

：日光開山の 勝
しょう

道
どう

上 人
しょうにん

が修行した史跡。 

Copyright (C) 2003 古峯神社, All rights reserved 

威厳ある天狗像は圧巻です。 

６月末からは菖蒲が見頃です！ 

Copyright (C) 2003 古峯神社, All rights reserved 



    より 

－カスリーン台風から７０年－ 水防演習が開催されました  

 

 甚大な被害をもたらしたカスリーン台風から７０年、節目となる本年５月

２０日に「第６６回利根川水系連合・総合水防演習」が開催されました。 

 国土交通省及び関東１都６県ならびに開催地である 加須
か ぞ

市の主催で、カス

リーン台風決壊地点の利根川河川敷で本格的な訓練が行われ、水資源機構も

参加しました。 

 

 

 

 

 

 

栃木県内の地元かるたを用いて、 

様々な歴史・文物を紹介するこのコーナー。 

引き続き、『下野
しもつけ

かるた』（栃木県文化協会発行）からの紹介で
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 

▼思川開発建設所では、随時、現場をご案内いたし

ます！詳しくはお電話またはＨＰをご覧下さい！ 

▼「思川だより」に関するご意見・ご要望を募集し

ています！お気軽に下記連絡先までお寄せ下さい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 下  か  る  た   野 

＜烏 山
からすやま

の山あげ行事＞ 

烏山の山あげ行事は、７月下旬に、

那須烏山市(旧烏山町)八雲神社の例祭

に奉納される独特の野外劇で、国指定

無形民俗文化財に指定されています。

踊りの動きに合わせて拍子木の合図が

鳴ると、背景の山が一斉に変化する様

が見所です。 

平成２８年には、烏山の山あげ行事

を含む、全国３３の祭礼行事がユネス

コ無形文化遺産に登録されており、栃

木県では、「烏山の山あげ行事」と鹿沼

市の「鹿沼今宮
いまみや

神社祭の屋台行事」が

登録されました。 

編

集

・

発

行 

独立行政法人水資源機構 思川開発建設所 

〒322-0305 栃木県鹿沼市口粟野 839-2 

Ｔｅｌ（0289）85-1110  Ｆａｘ（0289）85-1211 

http://www.water.go.jp/kanto/omoigawa/index.htm 

  思川開発 検索 

 
これからが夏本番といったところですが、皆様如何お過ご

しでしょうか？ 
思川開発事業も再スタートをしてから初めての夏を迎え

ますが、暑さに負けず、事業の進捗を図っていきたいと考え
ています。 

次回も『熱意ある』思川だよりをお届けしていきます！ 

 

 

当日の水防演習の様子 


